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先
般
、
総
務
常
任
委

員
会
で
防
災
に
つ
い

て
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、

旧
東
陵
中
学
校
の
防
災
用
品

の
整
理
状
況
の
報
告
を
受
け

た
。

平
成　

年
度
、
早
い
段
階
で

２９

整
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
、
防
災
備
品
・
用
品

を
ど
う
整
理
し
て
い
く
か
と

い
う
考
え
方
を
伺
う
。

旧
東
陵
中
学
校
を
防

災
拠
点
備
品
の
収
納

施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地

震
、
水
害
、
噴
火
な
ど
の
大

規
模
な
自
然
災
害
が
当
町
に

も
起
こ
り
得
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
の
防
災
備
蓄
品
の
保

管
状
況
だ
が
、
食
料
庫
の
機

能
は
分
庁
舎
に
、
一
般
防
災

及
び
水
防
資
機
材
倉
庫
の
機

能
を
旧
東
陵
中
学
校
に
集
約

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

旧
東
陵
中
学
校
の
全
体
的

な
利
活
用
の
方
法
の
検
討
を

進
め
る
中
で
、
施
設
内
に
お

け
る
防
災
備
蓄
庫
の
場
所
を

決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る

が
、
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く

る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
下
で
、

ど
の
職
員
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
仮
収
納
場
所
と
し
て
の

表
示
、
原
子
力
防
災
資
機
材

な
ど
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
は
、

品
名
、
サ
イ
ズ
、
数
量
の
表

示
な
ど
を
し
て
整
理
整
頓
、

転
倒
防
止
に
努
め
て
い
く
。

住
み
替
え
支
援
制
度

若
い
層
の
住
民
の
方

が
安
い
住
宅
を
求
め

て
町
外
に
住
み
、
本
町
に
通

勤
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が

あ
る
。

　

町
長
の
公
約
の
一
つ
で
あ

る
倶
知
安
町
住
み
替
え
支
援

制
度
の
実
施
が
な
か
な
か
現

実
の
も
の
と
は
な
っ
て
い
な

い
が
、
ま
ず
、
倶
知
安
町
住

み
替
え
支
援
制
度
の
現
在
の

運
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
住
め
る

老
人
専
用
の
集
合
住
宅
の
建

設
が
先
だ
と
思
う
が
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

生
活
形
態
と
住
居
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消

す
る
住
み
替
え
支
援
制
度
は
、

後
志
空
き
家
バ
ン
ク
と
の
連

携
に
よ
り
、
こ
と
し
７
月
に

制
度
を
開
始
し
た
。
今
の
と

こ
ろ
、
助
成
金
の
交
付
ま
で

至
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

　

次
に
、
高
齢
者
向
け
の
集

合
住
宅
に
つ
い
て
は
、
地
域

連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
て

い
る
金
融
機
関
か
ら
の
住
宅

建
設
に
関
す
る
提
案
も
あ
り
、

今
後
、
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者

向
け
住
宅
建
設
を
計
画
す
る

事
業
者
か
ら
の
要
望
を
想
定

し
、
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

農
業
振
興
対
策

本
町
の
基
幹
産
業
を

守
り
育
て
て
い
く
た

め
に
、
農
業
委
員
会
よ
り
７

点
に
つ
い
て
意
見
書
が
出
さ

れ
て
い
る
。

①
土
づ
く
り
と
観
光
と
い
う

部
分
で
の
施
策
。

②
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
。

③
担
い
手
に
つ
い
て
。

④
獣
被
害
へ
の
対
策
。

⑤
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
。

⑥
農
業
委
員
会
の
体
制
強
化
。

⑦
新
幹
線
の
工
事
に
つ
い
て
。

　

以
上
、
７
項
目
、
本
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
将

来
を
考
え
る
町
長
の
前
向
き

な
所
見
を
お
願
い
す
る
。

農
業
委
員
会
よ
り
多

岐
に
わ
た
り
平
成　
２９

年
度
の
農
業
施
策
等
に
つ
い

て
の
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ

た
。

①
土
壌
分
析
や
堆
肥
投
入
に

係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

て
き
た
。

　

ま
た
、
シ
ス
ト
対
策
の
一

環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
抵
抗

性
品
種
の
種
子
代
助
成
を

行
っ
て
き
た
が
、
土
壌
消
毒

剤
の
助
成
を
考
え
て
い
る
。

②
近
年
の
異
常
気
象
に
堪
え

得
る
圃
場
の
確
保
に
は
、
土

地
改
良
事
業
が
有
効
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

③
経
営
主
の
高
齢
化
、
後
継

者
が
い
な
い
な
ど
、
労
働
力

不
足
は
本
町
の
み
な
ら
ず
ど

こ
の
自
治
体
も
抱
え
て
い
る

問
題
で
あ
り
、
担
い
手
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
独
自
で
農
家

子
弟
に
奨
学
金
の
支
給
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
新
規
就
農
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
研
修
生

を
受
け
入
れ
る
農
家
に
対
し
、

経
費
の
一
部
助
成
と
研
修
生

の
生
活
支
援
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

④
こ
こ
数
年
、
農
作
物
の
被

害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
つ
い

て
は
、
猟
友
会
に
委
託
し
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
会
員
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ

り
十
分
な
対
応
が
と
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
人
員
確

保
に
よ
る
体
制
の
強
化
が
重

要
で
あ
り
、
狩
猟
免
許
の
取

得
に
要
す
る
費
用
の
一
部
助

成
を
検
討
し
て
い
る
。

⑤
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
と
関
連
法

案
が
衆
議
院
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た
も
の
の
、
ト
ラ
ン
プ

次
期
米
大
統
領
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
脱

退
表
明
に
よ
り
農
業
へ
の
さ

ら
な
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

⑥
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
町
議
会
の

同
意
を
条
件
と
す
る
町
長
の

任
命
制
に
変
わ
っ
た
。

　

選
考
に
つ
い
て
は
、
庁
舎

内
で
組
織
す
る
評
価
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
農
業
委
員
候

補
者
の
評
価
を
行
い
、
町
長

に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
受
け
町
長
は

議
会
へ
同
意
を
求
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
来
年
６
月
定
例
会
へ

同
意
議
案
の
提
案
を
目
指
し
、

鋭
意
進
め
て
い
る
。

⑦
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

工
事
が
来
年
度
か
ら
本
格
的

に
始
ま
る
。

　

掘
削
土
砂
の
運
搬
ル
ー
ト

等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

鉄
道
・
運
輸
機
構
、
施
工
業

者
と
連
携
を
密
に
し
、
農
作

業
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

取
り
進
め
て
い
く
。

三島　喜吉　議員　…　３ 件 の 一 般 質 問

防災と危機管理

町長：自然災害が起こり得るものと認識している
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三島町長

三島町長


